
Club Log への IOTA 運⽤ログデータのアップロードマニュアル 

Club Log による QSO 照合のために、複数の島から運⽤したログデータを Club Log へアップロードする際、以下のマニュアル
を参考にしてアップロードを⾏って下さい。 

1. Club Log にログイン後、画⾯上部にある「Settings」をクリックします。 

 
2. 次に表⽰される画⾯の上部にある「Callsigns」をクリックします。 

 

3. さらに、次に表⽰される画⾯にある「Add Callsing:」の欄に IOTA 運⽤を⾏ったコールサインを⼊⼒し、⼊⼒欄の下
部にある「Add Callsign」ボタンをクリックしてコールサインを追加します。 ここで追加するコールサイン
は、”JA9IFF/6” の様に実際に運⽤したコールサインを⼊⼒して下さい。 “JA9IFF/6_AS017” や 
“JA9IFF/1_Hachijo” という様なコールサインにしてしまうと、Club Log 照合時、交信した相⼿局がアップロ
ードしたコールサイン ”JA9IFF/6” や “JA9IFF/1” と⼀致しない事になりますので、ご注意下さい。 

 
コールサインが同じで複数の島や IOTA 番号から運⽤した場合は、新たにコールサインを追加せず、同⼀コールサインの
ログデータに追加アップロードして下さい。 
例） 
JA9IFF/1  AS-007  Honshu Is. 
JA9IFF/1  AS-043  Hachijo Is. 
JA9IFF/6  AS-017  Okinawa Honto Is. 

4. 追加したコールサインが⼀覧に表⽰される事を確認します。 その後、画⾯上部にある「Upload」のタブをクリックし、アッ
プロード画⾯を表⽰します。 

 
5. アップロード画⾯の「Callsign and Upload mode」の表⽰で、アップロードするコールサインをプルダウンから選択します。 

アップロードモードは、「Merge into exiting log (recommended)」のままで結構です。 

追加するコールサインを⼊⼒ 

この 2 運⽤は同じコールサイン JA9IFF/1 で Club Log にアップロードする 

この運⽤は、別のコールサイン JA9IFF/6 で 
Club Log にアップロードする 



 
6. アップロードするログを「参照」ボタンをクリックし、 ADIF 形式（xxxx.adi）のログを選択します。 

 
ファイル名で”/”は使えませんので、ここでは”_”を使った ADIF ファイル名を選択した例にしています。 ファイルを選択し
た後、「Begin Upload」のボタンをクリックして、アップロードを⾏います。 

7. アップロードしたデータは、「Upload」の画⾯にある「View records」をクリックする事で確認が出来ます。 

 

アップロードモードを「Merge into exiting log (recommended)」に選択していますので、重複があった場合でも⾃
動的に検出されて新規のログデータのみが追加されます。 

 

8. 次に、異なる島及び IOTA 番号からの運⽤ログデータの詳細情報を作成します。 

 
詳細情報は、運⽤したコールサイン・IOTA 番号・運⽤開始⽇時・運⽤終了⽇時・運⽤した島名が必須で、Club 
Log へアップロードした ADIF ファイル名はオプションです。 島名は、IOTA ウェブサイトにリストアップされた島名のス
ペルを使って下さい。 

9. 詳細情報は、VE3LYC Cezar Trifu ⽒宛に電⼦メール（ve3lyc [at] hotmail [dot] com）でお送り下さい。 

この様に Club Log へ交信データをアップロードし、ログデータの詳細情報を VE3LYC に送付する事で、確実な Club 
Log 照合による IOTA クレジット追加が可能になります。 ご協⼒をよろしくお願いいたします。 
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